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一
事
は
順
調
だ
が
、
四
年
制
大
学
事
業
者
一
事
者
ト
は
二
七
・
四
%
と
二
十
五
年
当
-

一
の
就
織
率
は
五
七

・
六
%
と
低
く
、
短
一
時
と
刷
い
引
の
比
率
が
逆
似
し
て
い
る
。
一

一
六
本
将
の
総

m
mも
六
八
・
九
%
に
と
一
ま
た
女
子
の
，
幻
働
b
w中古
ι
年
齢
階
級
一

一
ど
ま
っ
て
お
hu
、
報
約
持
で
は
「
教
育
一
別
に
み
る
と
一
-
十
1
二
十
内
照
時
と
、
一

-
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
伝
子
の
能
力
を
一
四
十
5
五
十
四
一
号
に
二
つ
の
山
が
あ
一

十
分
発
仰
す
る
よ
う
男
女
平
等
を
す
す
一
る
M
字
梢
の
曲
線
を
捌
い
て
い
る
。
一

め
て
い
く
乙
と
が
必
咲
」
と
訴
え
て
い
一
時
門
的
技
術
従
引
い
引
の
約
四
川
が
女
一

る

。

一

位

だ

が

、

収

納

に

よ

る

似

hu
が
犬
き
く
一

労
働
力
の
状
況
は
、
女
子
労
働
力
人
一
ま
た
供
照
的
職
業
従
引
者
の
訓
極
め
は
一

口
は
二
千
十
万
人
で
、
労
働
力
総
人
口
一
て
低
く
全
体
の
五
・
二
%
に
す
ぎ
な
一

の
三
七

・
四

%

を

占

め

て

い

る

。

女

子

・

ぃ

。

一

労
働
人
口
の
う
ち
「
就
業
者
」
は
一
千
一
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
報
告
書
は
、
一

九
円
七
十
六
万
人
、
「
失
業
将
」
は
三
一
「
今
後
は
、
い
わ
ゆ
る
女
子
向
き
臓
鶴
一

十
四
力
人
。
従
業
h
の
地
位
別
で
み
る
一
だ
け
で
な
く
個
人
の
迫
性
に
応
じ
て
、
一

と
「
周
期
将
」
が
一
千
二
行
三
万
人
で
一
広
い
峨
業
分
野
へ
女
子
が
進
出
し
て
い
一

U
る

全
体
の
約
六
O
%
を
占
め
、
「
家
族
従
-
〈
乙
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
一

ふ
え
る
働
く
女
性

=ご購読料「!

刊

す
る
ま
よ
し
に
進
性
彼

女
を
主

将

船

軍
本
と

鉄
瓶
と
耐
候
性
鋼

鉄
紙
の
真
黒
な
肌
は
実
は

烈
サ
ピ
.
サ
ピ
が
そ
れ
自
身

終
と
な
っ
て
サ
ど
の
進
行
を

防
い
で
い
る
わ
け
で
す
が
、

閉
じ
原
理
か
ら
生
ま
れ
た

の
が
耐
候
性
鋼
・
サ
ピ
で

お
化
粧
し
た
サ
ピ
に
減
法

強
い
こ
の
鉄
、
抽
起
集
、
橋
梁
、

車
両
に
使
わ
れ
て
い
ま

t
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て
い
る
が
、
わ
が
国
の
女
子
の
教
育
水

市
で
特
怒
す
べ
き
は
、
内
十
四
年
以

後
、
将
校
滋
学
講
で
は
山
子
を
上
ま
わ

り、

π十
一
年
に
は
九
=
一
・
任
%
を
必

録
し
て
い
る
ヘ
回
子
進
学
率
は
九
一
・

七
M
)
点
だ
。

だ
が
大
学
へ
の
巡
学
率
は
、
男
子
よ

D
十
%
も
低
い
=
一
三
・
六
%
に
と
ど
ま

D
、
そ
の
内
の
中
、
O
%
を
短
火
進
学
者

で
占
め
、
四
年
制
大
学
に
お
け
る
女
子

学
生
比
率
(
二
一
J
O
%
〉
は
、
先
進

諸
国
の
う
ち
で
肢
も
低
い
。
ま
た
、
専

攻
分
野
も
人
文
科
学
、
家
政
、
教
育
系

に
片
笥
っ
て
い
る
.

新
規
学
卒
者
め
就
職
は
、
中
卒
と
高

年

と
の
び
る
女
性
の
寿
命

、，

m
v
昨
聞
は
、
共
働
き
の
妥
で
は
三
時
間

二
十
九
分
、
共
働
き
以
外
の
妥
で
五
時

間
五
十
内
分
と
大
き
な
開
発
か
み
ら
れ

男
子
に
比
ぺ
る
と
家
引
を
行
う
時
間
が

長
〈
、
勉
味
、
倶
楽
、
勉
強
な
ど
に
当

て
る
時
間
が
少
な
い
の
が
特
徴
e

ま
た
姉
人
の
意
河
川
と
し
て
は
、
「
男

は
仕
ψ
、
女
は
家
庭
」
と
い
う
考
え
方

に
同
感
す
る
者
は
内
九
%
で
、
同
感
し

な
い
者
(
四
O
M
m
〉
と
ほ
ぼ
同
数
。

学
ん
だ
力
を
生
か
す
仕
事
を
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一
教
育
に
つ
い
て
は
、
世
界
行
動
計
図
-
た
め
の
基
霊
歩
に
と
っ
て
決
定
的
虫

吋
に
お
い
て
も
「
教
育
及
び
訓
練
を
受
け
一
喫
性
を
も
っ
要
素
で
も
あ
る
」
と
指

る
ζ
と
は
、
基
本
的
人
柄
ゼ
あ
る
の
み
一
摘
、
交
宵
恨
絶
、
議
四
刊
数
行
の
普
及
を

な
ら
ず
、
各
納
の
斐
譲
済
グ
ル
ー
プ
一
は
じ
め
と
す
る
教
育
に
よ
る
男
女
の
平

間
及
び
耐
性
問
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
剛
山
め
る
一
等
の
達
成
を
問
点
日
械
の
一
つ
に
仲
間
げ

総
理
府
は
十
日
、
初
の

w
知
人
一
一
一

白
性
M"
と
も
い
う
べ
き
「
姉
人
の
一
一
一

現
状
と
施
飯
|
|
閣
内
行
動
川
悶
一
一
一

に
関
す
る
報
告
書
」
を
発
必
し
一
一
一

た
。
。
こ
の
報
行
設
は
、
主
十
年
の
二

国
際
婦
人
年
世
界
会
議
の
決
定
に
一
一

基
づ
い
て
、
わ
が
同
で
昨
年
ご
月
=

-
に
定
め
た
州
人
の
地
位
向
ヒ
を
め
一
一

ざ
す
「
問
内
行
動
計
川
」
推
進
の

た
め
の
村
市
磁
資
料
で
あ
る
。
全
文

r札
百
数
ペ
ー
ジ
と
い
う
ぼ
う
大
な

こ
の
報
告
書
に
浮
か
び
あ
が
っ
た

日
本
婦
人
の
現
状
と
問
題
点
を
こ

こ
に
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
し
て
紹
介
し

よ
う
。

だ
が
条
件
で
大
き
な
開
き
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女
子
阻
用
者
の
状
況
秒
志
う
少
し
制

hu
下
げ
て
眺
め
て
み
よ
う
。

ま
ず
け
立
っ
た
点
は
|
|
一
所
が
六
三
%
も
あ
る
。
ま
た
、
女
子
の

①
氏
子
府
用
者
は
第
三
次
産
業
を
中
一
み
に
退
職
制
去
を
適
用
し
て
い
る
企
業

心
と
し
て
行
レ
く
矧
加
し
て
い
る
。
一
も
約
八
%
安
P
れ
た
。

②
そ
れ
も
従
来
の
新
年
未
明
畑
出
向
期
就
一
賃
金
山
で
の
男
女
格
発
も
大
き
い
。

労
者
中
心
か
ら
、
間
似
省
、
中
高
年
者

一
従
業
向
風
間
同
一
一
一
十
人
以
上
の
明
業
所
の

中
心
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
一
女
子
沼
周
省
一
人
平
勾
月
間
給
H
h
J

総
額

@
ん
弘
子
雇
用
者
の
苧
均
年
齢
、
勤
続

一
は
昭
和
五
十
一
に
は
十
二
万
与
ナ
六
百

年
数
は
と
も
に
上
州
し
つ
つ
あ
り
、
男

一
七
十
宜
刊
で
、
乙
れ
は
男
子
の
五
六
・

子
と
の
虫
記
も
縮
小
傾
向
に
あ
る
、
な
ど

一
一
%
に
す
ぎ
な
い
。

が
挙
ザ
り
れ
る
。

一

家
隠
に
お
け
る
妥
の
地
位
に
つ
い
て

だ
が
、
年
齢
凶
で
の
男
女
目
立
が
狭
ま

一
は
、
報
m
H
S
は
「
民
法
改
正
に
よ
っ

D
つ
つ
あ
る
反
間
、
労
働
条
件
聞
で
は

一
ず
に
方
じ
く
向
上
し
、
法
制
上
の
男
女
平

い
然
と
し
て
H

男
性
上
位
H

に
あ
白
、

一
揖
叩
は
ほ
ぼ
述
瓜
さ
れ
て
い
る
が
、
友
の

「
女
子
雇
用
者
の
教
育
訓
練
、
間
置
転

一
一
家
業
、
家
事
へ
の
寄
与
が
正
し
〈
評
価

換
、
昇
進
に
あ
た
っ
て
男
子
と
の
大
き

一
さ
れ
、
実
質
上
の
夫
婦
の
平
符
を
健
保

な
還
が
み
ら
れ
る
の
が
実
情
」
と
報
符

一す
る
た
め
に
は
な
お
各
穐
の
術
何
が
必

。
は
述
べ
て
い
る
。

一
製
」
と
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
定
年
制
。
定
年
制
の
あ
る
一
し
か
し
、
夫
の
収
入
に
対
す
る
災
の

引
業
所
の
う
ち
、
男
女
別
の
定
年
制
を

一
権
利
意
砲
は
「
か
な
hu
強
く
」
、
五
十

し
い
て
る
事
業
所
(
従
業
民
削
郡
山
間
三
十
一
年
の
総
廻
府
世
論
調
行
で
も
友
の
八
七

人
以
上
〉
は
全
体
の
約
二
四
%
を
占
め

一
%
が
「
夫
州
共
同
の
も
の
」
と
ち
え
て

男
子
の
定
年
年
齢
怖
が
五
十
五
歳
未
仰
の

一お
D
、
ま
た
同
開
箆
名
園田
に
つ
い
て
も
、

企
業
が

0
・
四
%
に
す
ぎ
な
い
の
に
〈

一「
夫
州
出
向
の
防
必
に
す
べ
金
持
九
」
と

ら
ぺ
、
女
子
の
場
合
、
四
十
歳
以
上
五

一
の
怒
凡
が
六
九
%
を
占
め
て
い
る
。

十
一
任
問
矢
例
経
伊
年
と
し
て
い
久
間
業

-阪"・Y. 惨 S

、-m山
4
官
官
肯

ロ
ケ
ッ
ト
を
飛

で
ゆ
町
三
ば
し
、
常
宙
船
を
あ
げ
、

一
-
副
一

人
煩
の
チ
エ
は
際
阪
が
な

一
ニ
甲
い
-
い
よ
う
に
み
え
た
。
と
と

一
E
F
/
一
ろ
が
知
ら
ぬ
聞
に
墨
冗
の

-
唱
嵐
山
市
-
容
り
し
が
段
々
ひ
ど
い
ζ

f
h
'
L
と
に
な
っ
て
い
た
。
乙
の

ま
ま
で
は
、
エ
永
ル
ギ
l
資
源
に
し
ろ

食
温
に
し
ろ
ジ
リ
貸
で
、
人
類
は
地
球

を
食
い
つ
ぶ
す
か
と
さ
え
み
え
る
。
と

く
に
わ
が
日
本
で
は
@
一
九
七
八
年
が

明
け
て
も
、
そ
『
「
レ
た
怒
味
で
は
楽
し

い
ニ
ュ
ー
ス
は
少
な
か
っ
た
。
そ
ん
な

中
で
一
つ
、
何
と
な
く
元
気
づ
け
ら
れ

る
沼
を
け
見
つ
け
た
。
そ
れ
は
既
に
政
治

が
ら
み
で
関
民
何
訴
の
質
十
八
問
題
と
な

っ
て
い
る
牛
肉
の
問
題
で
あ
る
か
ら
い

つ"で・
2
7れ
し
い
。
払
た
ち
が
六
そ
れ

た
ζ
と
に
向
け
て
い
た
チ
エ
を
、
も
っ

と
身
近
か
な
も
の
に
も
前
期
し
て
い
け

ば
、
策
し
く
鍛
か
な
竺
き
方
が
で
き
そ

う
。
そ
ん
な
希
間
引
を
チ
ラ
と
持
っ
た
。

官
官
官
か
い
つ
ま
ん
で
そ
の
ニ
ュ
ー

ス
を
紹
介
す
る
と

l
iあ
P
余
る
産
業

開
発
物
、
つ
ま
D
モ
ミ
ガ
夕
、
ワ
イ
ン
、

ジ
ュ
ー
ス
の
し
ぼ
D
刀
ス
、
ピ
I
ナ
ツ

の
町
田
、
な
ん
で
も
い
い
、
乙
れ
を
醒
問
符
凶

で
発
酵
さ
せ
分
解
す
る
と
消
化
し
や
す

く
な
り
、
牛
が
円
甘
ん
で
食
べ
る
。
牛
肉

生
産
品
目
の
七
O
M
m
は
創
料
代
だ
か
ら
、

こ
れ
を
も
ろ
6
ろ
の
ク
ズ
で
ま
か
な
え

る
な
ら
お
値
段
は
ぐ
ん
と
格
安
に
な

る
。
既
に
日
本
応
用
微
生
物
学
研
究
所

(
山
製
)
が
開
発
し
た
オ
ガ
ク
ズ
飼
斜

の
例
で
み
る
と

l
l
yス
マ
、
ム
ギ
、

米
ヌ
カ
、
尿
梁
な
ど
に
三
O
M
m
の
オ
ガ

ク
ズ
を
混
ぜ
、
五
凋
獄
の
酵
母
閑
を
ふ

り
か
け
一
定
時
間
お
く
と
オ
ガ
ク
ズ
繊

維
が
翁
醇
し
、
甘
い
寄
り
の
飼
斜
に
か

わ
る
。
い
ま
は
輸
入
制
斜
の
半
値
一

J

三
十
五
円
だ
が
、
も
う
一

J
十
七
円
ぐ

ら
い
に
下
る
メ
ド
も
つ
い
て
い
る
と

か
。
乙
れ
を
つ
か
っ
て
実
験
飼
育
し
、

市
販
に
も
成
功
レ
た
@
牧
草
銭
き
だ
か

ら
五
平
方
以
に
一
頭
が
飼
え
る
。
従
け

て
土
地
も
い
ら
な
い
。
実
験
牧
場
に
は

大
手
企
業
も
と
よ
り
姻
人
も
「
肉
午
預

託
」
に
一
株
民
っ
て
い
る
が
、
新
手
の

投
資
と
し
て
も
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。

官
官
肯
微
何
物
の
不
思
議
な
力
。
m
m

酵
伎
術
乙
そ
H

現
代
の
制
金
術
N

と
い

わ
れ
る
そ
♀
折
、
ど
乙
に
ど
ん
な
不

思
泌
が
泌
そ
ん
で
い
る
か
、
そ
れ
を
回
M

D
山
手
、
る
斜
学
者
の
努
力
と
限
力
に
大

い
に
期
待
し
た
い
。
ハ
マ
チ
の
養
殖
は

も
う
当
然
の
乙
と
と
な
っ
た
が
、
乙
乙

数
年
、
川
に
も
ど
る
す
ケ
が
ふ
え
、
手

づ
か
み
で
も
と
れ
る
と
紙
肉
を
に
ぎ
わ

し
て
い
る
。
乙
れ
も
採
卵
・
ふ
化
・
放

流
と
技
術
者
が
チ
ヱ
を
し
ぼ
hu
、
考
え

を
持
ち
寄
っ
た
成
烈
で
あ
る
。
太
削
嗣
熱

を
利
用
し
て
の
伶
阪
口
町
を
会
閥
的
に
域

hu
入
れ
た
新
し
い
住
宅
も
実
用
段
階
に

は
い
D
つ
つ
あ
る
。
家
貧
し
く
し
て
孝

子
生
ま
れ
る
の
た
と
え
、
苦
境
を
切
り

開
ら
く
人
智
を
信
頼
υた
い
。

まずは同じウスのモチを食べてと (新有権者のつどL、)

市川房枝さんも……これぞ「むかしと ったキネヅ力J

• 

E積立て方もいろいろ一一手軽で有利にふやせまも

長銀のリッチョー貯蓄は、くらしのベースに合わせて手軽に

始められます。 ・積立て額や期Illlはご自由。 ・もちろん、

途中で積み増しもできますユあとは、年8.3%の大きな利息を

複利運用しますから、ふえ方もノやソグン。・@もフルに活

かせます3・積立てプランのほか、一定期間据え置く据置

フヲンもあります。

• 

総理府

年8.3%をネ隻不リで・
だからふえるのね。

報
告
容
は
、
第
一
部

「婦
人
の
現

状
」
、
第
二
部
「
財
人
関
係
施
仰
の
溺

状
」
、
第
三
部
「
参
考
資
料
」
に
分
か
一
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の
姉
人
の
参
加
の
促

れ
、
第
一
部
の
「
州
人
の
別
状
」
に
一
進
」
「
母
性
の
将
椛
及
び
他
践
の
擁

は
、
「
女
子
入
門
の
動
向
」
「
婦
人
の
一
渡
」
「
老
後
匂
に
お
け
る
生
析
の
安
定

教
育
」
「
婦
人
の
労
働
」
「
州
人
と
家
一
の
舵
保
」
「
凶
際
協
力
の
舷
滋
」
「
計

底
」
「
M
人
の
老
後
」
「
財
人
の
引
活
一
闘
の
排
出
進
」
と
の
科
報
告
が
械
的
ロ
量

と
滋
減
」
「
財
人
の
公
的
活
動
」
の
各
一
れ
て
い
る
。

意
が
、
第
二
部
「
州
人
関
係
府
衡
の
お
一
ま
ず
い
州
人
の
別
状
を
人
川
凶
か
ら
な

状
」
に
は
、
「
法
制
上
の
い
州
人
の
地
位
一
が
め
て
み
る
と
、
女
子
人
口
が
総
人
口

の
向
上
」
「
男
女
平
等
を
基
本
と
す
る
一
の
五

0
・
八
%
を
占
め
、
女
子
平
均
舟

命
は
五
十
一
年
に
は
七
七
・
一
一
一
五
歳
と

年
々
の
ぴ
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
女
児
向

午
.
率
の
低
下
か
ら
、
次
第
に
老
齢
化
が

進
ん
で
お
り
、
乙
の
現
象
は
「
婦
人
の

生
前
の
炭
叩
一
に
大
き
な
影
併
を
与
え
て

い
る
」
と
指
惜
別
し
て
い
る
。

ま
た
十
五
歳
以
上
の
女
子
の
労
働
刀
-

状
況
を
入
門
櫛
成
で
み
ゐ
と
、
「
有
職
一

者
」
が
以
も
多
〈
四
六
%
を
占
め
、
次
一

い
で

「
家
事
従
事
者
」
(
三
七
Mm〉

、一

「
通
学
者
」
(
八
%
〉
の
順
に
な
っ
て
一

い

る

。

-

合暗 f、海斤同開

KU向島
F

、
土
口
匹
目
・
E

」、44-o

-
胡
担
原
担
金
荊

u
m
m
A
M
J
ノ
一
一
Q
A

十
五
4

力
人
。
昨
年
に
〈
ら
ぺ
、
男
子
で
一
-
'
J』
l
a
-
-
-

J

t

i

'

ι

・

4

四

万

人

、

李

で

二

万

人

も

少

な

い

。

一

そ

し

て

離

婚

も

ま

た

諸
外
国
の
新
成
人
人
口
は、

米
国
四

一

.
E
F
Z
H

百
二
十
二
万
人
、
開
ド
イ
ツ
八
十
六
万

一

結
婚
形
怨
で
は
、

年
々
、
恋
愛
結
婚

一
漸
摺
傾
向
に
あ
る
。

人
、
フ
ラ
ン
ス
八
十
三
万
入
、
イ
ギ

μ
一
が
地
え
、
昭
和
田
十
一
年
に
は
「
比
合
」
一
ま
た
、
離
婚
ケ
l
ス
の
六
割
に
二
十

ス
八
十
五
万
人
。
総
人
口
中
に
新
成
人
一
と
「
恋
愛
」
結
納
が
約
半
数
づ
つ
で
あ
一
成
未
仰
の
子
p-も
が
あ
D
、
子
p
r
Bの

が
占
め
る
制
合
は
、
日
本
は
一

・
三
三
一
っ
た
の
が
、
七
年
後
に
は
「
恋
愛
」
が
一
ひ
季
と
D
先
は
妥
が
過
半
欽
を
占
め
、

%
、
米
国
一

・
九
八
%
、
フ
ラ
ン
ス
二
六
二

・
八
%
を
占
め
て
お
D
、
婚
姻
届
一
帯
警
告
裂
が
六
側
を
負
湾

-
五
%
な
ど
で
、

ζ
の
五
ヵ
国
の
中
で
一
も
早
め
に
山
す
傾
向
に
な
っ
て
き
た
、
一
老
人
問
題
は
、
い
ま
や
深
刻
な
社
会

は

日

本

が

ほ

少

で

あ

る

。

一

と

し

て

い

る

。

一

問

題

の

一

つ

に

な

っ

て

い

る

が

、

女

子

乙
の
自
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
一
一
方
、
際
的
件
数
は
、
五
十
一
年
度
一
の
平
勾
寿
命
は
五
十
一
年
に
は
七
七
・

佐
竹
教
皮
は
ζ
れ
を
以
D
上
げ
「
若
い
一
の
場
合
、
十
二
万
四
千
五
百
十
二
人
、
一
三
五
歳
と
m
m
子
を
五
年
以
上
上
回
っ
て

人
の
比
継
が
少
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
わ
一
人
口
一
千
人
対
一
・
一
一
で
、
四
十
年
一
お
D
、
約
七
十
四
万
人
と
推
定
さ
れ
る

が
闘
で
は
、
老
人
問
題
が
将
来
の
大
き
一
代
以
降
漸
泊
傾
向
に
あ
る
。
離
婚
の
約
一
替
宮
し
の
老
人
の
約
七
十
%
は
鮒

な
脈
問
副
」
と
述
べ
新
成
人
た
ち
の
注
怒
一
九
閣
が
協
滋
雌
灼
で
、
結
締
期
間
は
、
一
人
で
あ
る
。
ま
た
、
各
種
の
老
人
柑
刷
設

を
喚
起
し
て
い
た
。
一
一
年
来
叫
怖
が
十
ニ

-
E
M
m
、
一
年
以
上
一
で
鮒
人
の
入
所
者
は
六
刈
を
超
え
て
い

一
一
一
年
末
梢
が
十
一
・
O
%
を
占
め
、
五
一
る
。
言
り
に
寝
た
き
D
老
人
の
介
健
省

一年

t
十
年
末
制
の
者
も
二
四
・
二
%
を
一
の
う
ち
八
六
・
九
%
が
財
人
で
あ
る
。

一
占
め
、
結
知
期
間
五
年
以
上
の
離
婚
が

『

婦
人
の
生
活
時
間
に
つ
い
て
は
、
家

立
大
教
授
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
引
受
け

ま
ず
保
政
ス
夕
刊
ヌ
が
、
い
ろ
ん
な
続

編
か
ら
録
音
し
て
来
た
成
人
た
ち
の
声

を
テ
1
プ
で
流
し
、

ζ
れ

茎
d

掛
D
に

官
中
日
な
怒
川
見
を
川
し
合
っ
た
。

間
制
は
女
性
別
、
食
給
公
宙
、
原

手力肱川市川
、
環
境
破
援
、
在
日
純
国
人

元
気
の
い
い
掛
け
声
に
つ
れ
て
力
強

一

成
人
の
自
の
一
月
T
五
日
、
点
一
原
代
治
へ
の
関
心
を
峰
り
あ
げ
よ
A
J
と
い
う

一の
選
別
、
地
方
自
治
の
充
災
な
ど
広
い

〈
、
キ
永
が
桜
b
お
ろ
さ
れ
る
。
あ
た

一
々
木
の
知
選
会
館
(
市
川
一
肘
枝
期
引
一
試
み
。
乙
と
し
で
十
六
回
を
鮮
え
る
。
一
側
聞
に
及
び
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
た
じ

た
か
い
似
気
の
桝
り
え
な
い
う
ち
、
み
る
一
反
)
で
は
恒
例
の
『
新
有
権
者
の
袋
一
午
前
中
は
、
お
も
ち
つ
き
、
そ
し
て
一
た
じ
の
活
宛
な
必
凡
が
述
べ
ら
れ
た
。

み
る
白
く
ふ
っ
く
ら
し
た
お
そ
チ
が
つ
一
い
』
が
州
閲
さ
れ
た
。
一
「

η
6時
代
」
「
夜
明
け
の
歌
」
「
滋
一
ま
た
『
一
般
に
政
治
に
対
す
る
関
心

き
あ
が
る
。

一

成
人
に
な
P
た
て
の
七
人
に
、
成
人
一
〈
へ
行
き
た
い
」
な
ど
の
歌
に
声
を
合
一
が
低
い
。
特
に
女
住
が
そ
弓
走
。
不
純

み
ん
な
の
笑
顔
が
若
々
し
い
。

-O
Bも
交
え
た
三
十
人
が
集
ま
D
、
政
一
せ
て
心
の
つ
な
が
D
を
深
め
、
午
後
は
一
は
持
っ
て
い
る
が
、
そ
の
不
仰
を
行
動

'
'
E
H
-
B
・
E
・
-
a
E
E
'
a
E
E
E
・
g
・
-
'
E
E
-
-
E
E
・
g
・
-
E
・
2
.

，E
，
.4一
三
時
間
に
わ
た
っ
て
「
い
ま
何
が
お
き
一
に
移
す
約
極
性
に
欠
け
る
』
乙
と
が
指

ス
キ
l
フ
ァ
ン
な
ら
主
も
、
一
倍
八
富
山
言
葉
覧
ら
れ

一
一
て
い
る
/
|

政
治
を
他
人
に
ま
か
せ
一
迎
、
反
省
さ
れ
た
。

寝
室
な
ど
で
お
け
に
か
か
っ
て
る
が
震
と
い
い
突
さ
と
い
い
成

…一

ら
れ
る
か
」
の
テ
!
?
で
デ
イ
ス
カ
ッ
一
乙
と
し
の
窓
会
総
需
の
統
計

い
る
は
ず
な
の
は
冬
の
級
王
の
樹
主
に
は
か
な
わ
な
い
。
ニ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
一
で
は
川
五
十
二

V
人
、
戦
後
生
ま
れ
世

氷
。
自
吉
宗
凶
に
た
ち
並
ん
だ
そ
樹
氷
は
、
震
C
以
下
に
な
っ
て
…
一
市
川
雇
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
一
代
の
護
人
と
し
て
は
以
少
で
あ
る
。

の
姿
は
自
然
が
創
り
出
し
た
ス
ケ
l

も
水
滴
の
ま
ま
の
蓄
を
統
け
る
過

…一

審
寛
中
央
大
学
教
授
、
針
露
首
都
一
う
ち
男
子
は

1七
万
人
、
女
子
は
七

ル
の
大
き
な
氷
の
官
官
術
品
だ
。
冷
却
水
滴
の
裂
が
強
い
風
で
速
ば
れ
一

最

近

の

得

策

冷

え

た

針

蓄

な

ど

に

ぷ

…

内
舎
な
ど
で
は
、

ご

ノ

つ
つ
か
D
語
ず
る
現
象
…

H

蔵
王
の
モ
ン
ス

fv

』
へ
か
ら
出
来
る
。
蔵
王
は
と
一

タ
l
M
と
い
う
呼

(
タ
〕

〈
に
、
地
岨
極
的
に
も
組
物
…

ぴ

名

で

紹

介

さ

れ

(

ス

)

相

的

に

も

棄

の

出

雲

一

て

い

る

。

¥

〉

ノ

~

/

九

/

成

泊

な

条

作

9-も
っ
た
地
一

ま
だ
震
に
凶

/
3
1へ
方

と

い

わ

れ

る

。

…

に
し
た
乙
と
の
な
「

E
J
f
弓

¥

日
本
海
の
震
を
章

一

い
者
で
も
、
処
友
〆

一
ぺ

に

含

ん

だ

84
節
風
が
朝
日

一

宮

中

、
透
明
な

(

蔵

)

述
降
に
吹
き
昔
、
課

一

ハ

リ

の

よ

う

に

倒

，

却

請

を

つ

く

る

。

乙

れ

…

氷
が
鋭
〈
て
細
い
が
吹
宮
と
な
っ
て
蔵
王
に
吹
き
つ
け

一

樹
冬
の
日
射
し
を
ア
オ
モ
リ
ト
ド
マ
ツ
の
楽
に
付
行
ず
一

あ
ぴ
て
キ
ラ
キ
ラ
と
る
と
、
た
ち
ま
ち
凍
り
つ
き
「
モ
ン

一

光
h
u
m
く
さ
ま
を
想
ス
タ
l
」
が
出
来
る
。
ド
イ
ツ
の
フ

保
し
た
ら
、
容
な
ア
ジ
ク
博
七
が
紹
介
し
て
一
世
界
的
に

…

民
的
砕
か
き
た
て
有
名
に
な
っ
だ
き
ろ
は
二
月
一

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
下
旬
る

東
北
地
方

選

厳

プ

ナ

や
ダ
ケ
カ
ン
パ
の
落
語
に

…

王

の

倍

、

苔

霊

?

と

甥

雪

な

る

。

…

婦選会館

か

ん

が

く

か

ん

が

く

お
も
ち
食
べ

国受E

新
有
権
者
の
つ
ど
い

成
人
の
日

1万円 +10万円時 199万8，000円
2万円 +20万円吟 399万9，000円
2万円 +30万円吟525万8，000円
財庵見idG11.債券の償還期眼前のb申色合tれτおります句て.理占量的じIt算した4晶
画布顕'巨額規行判回りにより計算}です~-IÕの目賓とLτ..使い〈だきい.干取り紙は.
処方法母適訳専により買な0ますのて:窓口または省電必でお問い合bぜ{だきい.

“今年からはじめますユ月々 1万円;

(月 3回発行10日・ 20日・ 30臼)
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ゆ
今
、
こ
ど
も
た
ち
に
人
気
の
あ
る
て
つ
ば
ん
の
・
・
」
と
、
ど
こ
へ
行
れ
ら
の
歌
も
こ
告
が
歌
う
歌
押
九
か
い
て
そ
か
っ
た
乙
と
、
宅
か
宅
、
唱
で
を
と
だ
と
は
思
い
ま
一

亡
を
い
え
ば
、
怪
獣
テ
レ
ピ
映
聞
の
っ
て
も
、
お
と
な
も
、
と
ど
も
も
、
ら
、
や
っ
ぱ
D
事

き

で

し

ょ

う

っ

た

と

と

が

思

い

出

さ

れ

ま

す

。

モ

せ

ん

か

。

一

O

テ
1
7ソ
ン

グ

の

よ

う

で

す

。

変

門

を

か

が

や

か

し

て

歌

っ

て

い

ま

し

か

。

し

て

碍

ぴ

世

ま

D
楽
し
い
も
の
と
し
市
謂
つ
て
な
ん
だ
ろ
う
。
。

?
封
、
向
由
向
在
に
喜
怒
、
事
た
。
と
こ
会
ど
フ
で
し
ょ
う
。
わ
き
で
譲
つ
て
な
ん
だ
ろ
う
、
ぞ
み
を
や
わ
ら
げ
、
新
し
い
霊
お
か
あ
さ
ん
が
た
が
歌
っ
て
き
た
池

山
兵
問
師
、
思
議
の
味
方
、
収
い
、
怪
獣
ず
か
の
年
月
し
か
た
た
な
い
う
ち
と
い
う
疑
問
が
国
聞
い
て
き
ま
す
。
さ
え
湧
い
て
き
ま
す
。
知
ら
ず
知
ら
四
国
謂
の
本
流
は
、
今
も
心
が
あ
る
作

h

o

h

の
精
総
な
ど
に
、
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
あ
る
人
は
こ
ど
も
が
歌
う
歌
は
す
ず
、
沖
野
そ
の
歌
を
泊
き
し
め
て
生
家
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
、
創
作
さ
。

一

、
込
位
一
一
回

乙

ど

も

た

¥

パ

/

ベ

て

m君
主
え
て
い
ま
す
。
ま
活
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
い
わ
ば
忘
れ
て
い
手
。
そ
れ
が
若
の
、
よ

町

一

足

ち

が

喜

び

ド

H
a
-
V
ニ
た
、
お
と
な
の
歌
習
で
も
こ

g
iも
の

で

す

わ

ば

幸

、

怪

獣

ソ

ン

グ

、

3

一
一一誠
そ-
j
3
j
z

i
j
j
i
'

山
河
口
げ
耗
坊
さ

を一
K
MU伺
ー
ら

い

ふ

童

謡

つ

て

な

ん

た

ろ

う

て、

E
べ

な

い

と

長

二

一

郎

dwト
l
J
I
S
S晶
司
夢

lili--
え

を

と

も

に

き

て

い

毛

し

一

二

笠

宮

可

察

、

た

し

E

f
-
-、
が

変

則

す

る

も

の

は

、

す

べ

て

議

会

ζ
ど
も
た
ち
が
お
か
あ
さ
ん

gか
。
惑
い
の
は
今
の
社
会
震
時

一

乙

志

の

心

す

。

だ

と

い

う

人

も

い

ま

す

。

そ

れ

で

い

が

た

の

年

頃

に

な

っ

た

時

、

そ

の

宝

だ

と

守

口

え

ま

す

。

目

白
章

z
tて
い
ま
す
。
そ
し
て
「
た
い
や
き
く
ん
」
で
す
ら
こ
の
い
の
で
し
ょ
主
の
よ
っ
な
も
の
が
、
は
た
し
て
心
の
お
か
あ
さ
ん
が
た
の
高
官
。

冊
向
然
に
そ
の
テ
1
マ
ソ
ン
グ
を
党
え
始
末
で
す
か
ら
、
怪
獣
ソ
ン
グ
は
透
今
の
お
か
あ
さ
ん
が
た
は
、
い
い

中
に
残
っ
て
い
〈
で
し
ょ
う
一
か
。
も
、
声
を
大
に
し
て
、
飛
躍
州
振
興
を
冊

中
て
し
ま
う
の
で
す
。
組
が
終
わ
れ
ば
そ
れ
で
お
仕
択
。
話
時
代
に
乙
ど
も
の
頃
患
と
し

C
5
2歌
っ
た
す
べ
て
の
歌
叫
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
こ

一

ま

た

数

年

前

に

霊

的

に

流

行

し

そ

れ

で

も

窓

長

へ

と

、

で

い

ま

し

た

乙

患

の

盟

主

た

が

亡

芸

っ

て

、

な

ん

の

思

い

出

に

す

。

一

冊
た
「
た
い
や
き
〈
ん」

の
，
歌
は
、

怪

獣
テ
レ
ピ
置
が
作
ら
れ、

テ
l

く
え
の
裏
話
今
で
も
歌
え
ま
す
も
繋
が
ら
な
く
な
っ
た
時
の
こ
と
を
(日
本
語
望
需
任
理
亨

同

冊

。
「
ま
い
に
ち
ま
い
に
ち
ぼ
く
ら
は

マ
ソ
ン
グ
が
作
ら
れ
て
い
手
。
乙
し
、
歌
う
た
び
に
そ
の
歌
に
結
び
つ
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
雲

g空
事

務

局

畏

)

や

t
・'
h
v
e--事
A
H
V

‘aa'AHuv
・・・
2
H
V長
母
軍
事

A
H
V
・

s.，AHU
Z
E
'
A
H
V
・・・
'
AH
v
a---A
H
v
a
.

，AH
V

主，
AHuva

，，AHuva
'
AH
V

‘.，，
A
H
V
.
.
 ，AH
V
・a・-'
A
H
va.

，Anu-
-.

，AH
V
盆・・
A
H
v
a
'
A
H
V

‘.，
A
H
V轟
'
A
HV
A.

，AH
V

‘SE
'
A
H
v
a

，AHUE
-
z

，AH
V
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刑
、
世
な
〈
と
も
苦
い
人
た
ち
に
は
、
臼
し
い
白
で
あ
る
.
に
ぐ
ん
ぐ
ん
と
出
る
も
白
を
圃
じ
さ
せ
の
時
引
を
宵
と
し
た
国
民
畳
間
を
民
間
る
.

明
日
を
つ
〈
る
剖
壇
白
叡
一
時
で
白
「
腕
」
私
は
六
十
才
を
越
え
て
い
る
坦
咽
省
た
。
し
て
い
る
自
で
あ
る
。
盟
障
に
朴
員
千
女
付
凶
囲
研
究
会
田

を
し
て
も
ら
い
た
い
.
で
あ
る
が
、
十
一
月
初
川
に
腕
同
そ
品
腕
行
日
間
中
田
町
は
全
剤
師
同
側
で
金
調
白
「
日
韓
親
輔
副
盟
会
」
で
話
会
亜
白
苛
を
ゼ
マ
品
川
則
人
白
輔
凪

「
耐
え
あ
る
者
に
米
東
は
問
か
れ
問
し
た
。
日
的
は
、
「
日
本
と
抑
同
と
組
ま
れ
た
白
で
、
門
的
に
そ
っ
た
場
所
b
れ
た
臨
白
鞘
間
附
人
四
英
刊
と
社
会
を
相
升
申
し
あ
げ
た
い
.

る
」
乙
と
へ
由
一
置
附
で
班
を
計
幽
し
て
白
間
際
親
曹
を
捌
人
白
手
で
」
だ
と
有
明
で
あ
つ
だ
己
と
は
い
な
め
な
的
埠
州
白
け
さ
詐
レ
さ
は
、
そ
白
圏
直
「
帥
・
白
山
間
白
同
交
は
市
闘
に
+
三
一
午

と
顎
担
れ
る
円
腎
で
醒
知
ず
る
に
は
十
閉
に
間
割
し
ま
し
だ
政
柏
に
師
曹
に

「

奈

は

闘

え

2

1

」

う・

至

る

と

こ

ろ

に

燃

え

る

i

j

d

ド

雪

害

同

古

田

山

内

向

討

際

的

自

一
と
己
ん
な
こ
と
ば
を
岡
武
井
文
相
は
、
し
か
し
、
在
、

若

い

人

た

ち

に

時

制

理

由

見

学

、

妻

女

干

喜

正

付

属

は

、

一

円

高

ま

っ

て

い

る

塁

、

差

問

一

昔

日

訪

日

れ

を

す

る

長

げ

は

日

リ

刊

誌

特

許

独

立

と

興

国

の

こ

こ

ろ

i

i

L

r

弓
時
抗
日
出
口
U
Hれ
は
計
一

月
一
雪
地
に
き
重
見
か
け
る
と
い
光
百

的

の

語

、

そ

れ

は

そ

れ

で

い

い

宣

言

し

た

躍

諸

富

山

に

間

警

に

卑

し

・
自
由
禁
と
平
和
田

ュ

一

E

E

E

E

E

E

E

E

E

・
E

・
-
E
E
E
-
E

・
E

・
-
E
E
E
E
B
E
Ef
t
-
a
-
っ
t
.
韓
国
側
同
人
也
担
割
に
よ
っ
て
い
.
刑
、
も
し
日
本
に
他
国
盟
人
団
体
が
栢
む
凪
い
で
あ
っ
た
。
た
め
‘
ひ
い
て
は
、
産
相
亙
白
た
め
埋

草

一

・

・

・

園

圏

圃

圃

・

圃

・

・

・

・

・

聞

欄

糊

吋

剛

1
歯

車

問

阻

研

究

室

員

露

さ

れ

高

地

図

に

見

て

い

た

事

五

円

年

白

物

聖

書

官

平

田

毛

r

S

3

5

・

」

回

一

圃

圃

・

・

・

園

・

圃

・

開

一

同

説

話

器

説

明

刊

誌

れ

れ

訪

問

μ討
同

村

山

町

持

設

け

れ

日

出

私

た

ち

2

2

3

雪

和
一

E・
圃

圃

圃

・

・

司

副

・

圃

・

・

・

聞

之

内

h
h
a
o畑
名
目
開
人
〔
ア
ジ
ア
開
人
M
祉
協
毒
見
た
舛
閉
人
削
、
内
団
長
ぷ
伺
吹
田
・
叩
育
・
霊
柿
4
)
に
な
去
る
世
迎
目
撃
で
迎
え
車
道
争
れ
た
酷

昭

一

圃

朝

識

調

園

・

Jr・-
-

-

-

甥

丸

暗

鼠

?
と
百
長
相
日
喜
望
者
し
た
の
で
白
報
告
g
期
持
さ
れ
去
品
。
昔
、
国
民
的
商
事
毒
事
国
軍
白
で
あ
っ
向
日
系
人
白
宜
主
雪

国

脳

岨

対

灘

通

園

轟

町

・

・

・

・

咽

明

mw渦制
配
誤
雪
料
、
行
っ
て
み
て
措
い
た
足
、
さ
も
す
じ
に
時
宜
白
贈
を
抱
れ
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ヤ
括
号
、
日
本
に
は
ま
急
ぎ
た
い
と
切
唱
し
、
日
韓
関
白
旗

麟
欄

h劇
画

・

・

--E'通
E
E慰辺
警

平

年

白

寝

室

宮

、

で

に

ば

E

れ

な

か

っ

有

官

報

道

さ

れ

て

い

な

い

き

の

き

伯

耐

え

を

号

も

宅

雪

-

議

場

aa-----咽切関
「

劉

撃

主

あ

っ

セ

韓

国

詰

っ

て

2

2

韓

国

自

問

答

申

軸

は

一

九

主

宰

状

況

に

も

臨

E

j

a

ス

ラ

イ

ド

を

作

皇

制
欄

ート十一

J
K轟圃
・

・

眠

闘

"sm醐阻
ま

し

、

5

2

困

惑

以

来

豆

カ

年

富

田

「

孝

ロ

ル

亜

日

本

書

斎

と

し

石

室

』

し

だ

量

豊

百

、

緊

将

泌

喝

E

・・圃・・・
E
匂
4

J

P

J

の

の

柏

的

に

-

弄

さ

れ

て

い

る

管

長

問

」

で

あ

る

.

げ

た

と

と

が

世

界

の

臨

興

音

、

韓

国

等

援

写

い

で

事

。

隣

ト

清

一
円

、

.

.

.

.

.

.

 

，d一一a醐
舗

に

苦

し

宗

室

、

独

立

白

柄

神

と

田

柄

宮

、

②

同

商

売

也

社

害

実

務

な

ら

謀

略

語

S

E

E

l

八

T

¥
「

ihlf制
圃

・

・

・

・

掴

浦

盟

意

義

に

主

る

同

国

2

古

里

を

し

て

進

め

ら

れ

る

ご

LZE二分
さ
れ
て
泣
〈

S
E
i-o
j竹
内
か

圃

γ
~ト
持

能

餅

雌

冒

2

2

2

2

2

j

.

誌

は

、

ま

さ

に

2

2

し

た

る

ア

ユ

方

、

宮

町

国

喜

春

、

①

悶

悲

劇

、

ふ

も

な

お

国

害

賠

え

る

つ

〉

関一引
r
J協同
i…
・

蜘

一

ト

h

ー

に

も

似

て

い

る

。

突

な

る

劃

噴

出

力

を

宅

、

母

忠

君

事

を

申

心

に

、

E

8

2

君

主

護

と

変

園
田
国
軍
艦
圃
闘
翻
圃
圃
E
-
-
E
f
E
E
S
I
L
-
-
-
i
i
L
E
F
'
を
み
つ
め
て
岬
〈
障
は
、
私
P
E
E
心
祖
先
と
仙
人
母
音
量
し
、
母
男
女
同
性
臨
な
〈
し
て
は
値
れ
な
い
耶
察
、
ぁ

語
蕊
昌
S
E
器
器
諒
S
S
高
S
§
s
s
s
s
詰
蕊
お
建
器
揺
器
搭
酋
零
蕊
寵
詰
盟
お
事
器
搭
謹
S
S
型
器
蕊
提
S
S
苦
S
S
S
S
書
提
S
S
S
S
器
s
s
s
s
s
s
s誌
E
S
韓
蕊
s
s
s
s
s
詩
S
S
虫
蕊
摺
議
訟
S
S
詰
器
議
芯
S
S
S
S
諒
芯
担
割
S
S
S
民
S
S
詩
蕊
器
S
E
r

〔金曜日〉

川
六
千
四
内
作
1
1
E
れ
は
h
↑
一
年
四
年
問
、
克
容
憤
唱
仲
叱
=
一十

川
一
一
一
年
に
化
。
尉
止
法
が
胞
γ

主
れ
て
か
ら
年
々
楠
禁
件
世
は
時
少
し
て
い

川
た
も
自
の
、
四
」
「
九
年
を
国
に
増
加
傾
向
を
み
ぜ
て
い
る
。
と
く
に
年
世

川
者
の
い
間
容
が
増
加
し
て
い
る
.

な
哲
小
え
る
白
か
|
l
昨
年
十
二
吊
士
百
、
間
隔
白
人
牢
踊
院
会
館
で
川

「
#
山
容
山
田
と
と
り
く
む
会
」
円
高
橋
容
久
紅
申
曲
同
昼
)
が
例
会
を
開
川

竜
少
女
売
細
管
に
つ
い
て
活
喝
な
酎
油
が
行
な
か
れ
た
が
、
そ
己
で
切
り
川

か
に
さ
れ
た
別
状
ど
出
岨
点
な
ど
を
制
介
し
よ
フ
@
川

少
女
が

一倍

一年で一

ー一ーー」・・

ーー一回.

じ

よ

う

ず

に

口

実

考

え

る
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ー
日
韓
親
善
の
旅
l

〈金曙日〉

T寸

カ〉

フ

内

(
話
回
顧
競
』
F
伊
酔
蛸
)

開
一

十

一
時
か
ら
同
E
七
晴
特
別
賞
話
内
白

耕一

日
仁
科
討
脳
同
r
H

人

一

九

時

時
刻
印
日
h

一

時

用

加

国

詰

臨

時

'

〔

火

災

白

煙

昭

如

-
m
一

時

宮

融

紗

)

を

階

的

ユ

ニ

1

F

な

作

品

4
a
一
「
今
回
払
置
の
隻
事
文
化
は
、
明
る
瞳
害
者
の
た
め
の
生
活
ド
複
立
つ
艶
一
国
間
間
〈
ふ
う
コ
ン
ク
ー
ル
毘
」
と
し
一
が
多
か
っ
た
が
、
そ
白
中
古
弘
通
由
隼

!

一
学
技
術
と
の
震
い
か
か
わ
り
合
い
の
中
一
明
〈
十
つ
」
に
寄
せ
ら
安
ι
官
程
一
て
、
日
本
回
世
一
起
七
附
制
限
仙
沼
弱
古
一
号
L
阜
市
止
な
作
品
、
会
苔
強
制
作
を

豆

一
で
、
さ
ま
ま
E
4
野
の
喜
重
け

一
八
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叱
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パ
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ほ
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な
も
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・
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陪
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叩
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し
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仏
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.
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わ
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司
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て
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.
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。
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こんな時、総合口座の定期預金にお預りがあれば、
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この際、ご自分のためにも定期預金をふやしておきませんか、

・ただ今、普通預金の利息を通帳に

ご記入しておりますLおついでの折に通帳を窓口にEうそ二

思.，..-，気さくな銀行“一一-

C立総雨1

8x 

ねOお給料日まて;ね、

曹
の
官
障
を
用
い
る
と
、
申
白
ゴ
ミ
も
一
一
帯
盟
ん
で
い
る
白
は
、
一
般
白
人
と
一
刀
ッ
ト
に
な
っ
色
面
か
ら
世
物
合
す
〈
一

見
え
ず
、
盟
具
申
悩
み
も
僻
刑
さ
れ
ま
一
同
じ
食
器
で
量
削
を
し
た
い
と
い
う
と
一
う
市
が
睡
曹
に
出
来
、
什
物
を
肱
み
晶
一

す
。
ほ
置
い
も
刊
捕
で
軒
〈
、
時
間
が
一
と
で
、
そ
白
相
点
に
立
っ
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す
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。
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.
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瓦
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光
択
を
品
L
U
E
と
が
一
き
ま
す
。

め
白
食
器
。
身
体
に
師
曹
白
晶
る
人
削
一
で
さ
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自
由
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〉
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ず
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.
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ョ
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っ
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鮮
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迎
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損
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磁
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高
ま
れ
た
日
本
は
日
本
山
陪
白
適
坦
へ
刑
控
新
を
行
と
す
れ
ば
品
開
る
坦
は
一
体
ど
こ
に
あ
と
と
E
己
に
先
で
は
臨
間
掴
枇
が
三
四
九
闘
円
で
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た
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削
、
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七
て
、
年
堕
手
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2
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梅
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u
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K
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ょ
う
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D
I
A
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E
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と
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で
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ら
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踊
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三
一
年
ハ
火
原
叫
ん
ご
一
六
五
な
直
世
間
閣
と
し
て
、
と
ら
え
な
廿
れ
見
込
め
ぬ
血
布
、
輸
人
の
も
つ
喰
凶
性
な
ど
か
ら
白
輸
入
を
舟
め
、
エ
ピ
に
幽

一二

日

一一

抽
出
さ
ザ
ヂ
」
き
返
品
と
ん
ど
使
用
ず
み
」
と
い
っ
て
い
る
白
I
H
J.
担
ニ
町
六
耽
陵
、

一
九
豆
五
年
ば
な
D
ま
ぜ
ん
。
は
ま
ず
ま
ず
火
き
く
そ
白
値
存
m棋を
品
し
て
は
約
七
千
J
、
丙
五
十
晒
円
白
輪

一
=
ト
に

一一

し

た

.

2

、

二

実

情

。

〈

里

ニ

十

年

)

に

は

凶

九

O

H

J

に

血

在

、

塁

人

白

-

人

・

一

自

主

め

つ

つ

あ

り

ま

す

.

入

室

ゆ

宅

い

手

.

E

J

一一
耳
時
代
!
抽
出
三
一
一
一
-
E
E
-
-
-
一
一
一
一
=
=
=
=
一
三
三
三
一
主
主
一
=
=
-
そ
白
賢
叫
確
君
担
い
手
と
し
究
摺
ニ
は
ア
ラ
ス
カ
、
カ
ナ
ダ
を
中
心

『

目

山

町

町

民

二

百

冊

を

『

H

円

す

川

-

l

h

l

各

商

社

白

叫

す

世

削

に

、

わ

た

し

た

ち

仁

し

た

北

芹

水

商

物

白

輸

入

.

諮

問

り

い

れ

能

川

ふ

え

る

商

社

の

仕

事

川

告

す

め

る

ま

あ

サ

句

読

吋

片

品

仲

合

・

辺

広

者

一

定

期

閣

を

迎

川

川

産

物

輸

人

目

盛

岡

蓄

を

回

る

に

な

ど

富

山

車

宅

す

.

詩

句

村

山

訪

日

r

m

川

カ

イ

リ

時

代

の

に

な

い

手

・

川

円

仰

れ

れ

れ

版

社

ybmuMM刊
誌

日

間

瞳
白
想
定
を

ne--し
た

の

を

は

じ

め

、

山

具

体

的

に

は

相

手

圃

と

日

本

側

企

草

商

品

闘

い

己

と

で

す

.

=
三
豆
一
=
三
三
一
=
=
=
=
2
三
雪
E
=
一
一
三
宣
言
豆
一
三
一
刊

f

ア
ン
ゴ
ヨ
、
グ
ア
テ

T
フ

、

モ

ザ

Y

ピ

カ

共

同

州

事

扇

情

定

合

弁

会

社

を

つ

一

一

丙

力

イ

リ

買

宮
以
来
、
泊
障
国
は

ー
ク
正
制
き
、
一
九
七
七
年
一
月
一
固
ま
た
、
つ
〈
る
漁
主
白
中
古
g

屈
聞
品
川
m
.
昭
和
四
+
年
代
に
人
P
、
国
伴
り
の
勘
柄
拘
タ
ン
白
剤
以
揖
は
ギ
刷
釦
〈
b
、
現
地
で
柑
叫
し
た
氷
間
柏
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
向
国
民
の
た
め
也
百
闘
確

か
ら
は
刀
ナ
ダ
、
ノ
ル
ロ
ェ
l
、
E
C
4
告
ら
内
生
産
シ
ス
テ
ム
の
刊
山
ト
u
I
ル
の
絶
問
掴
を
迎
え
、
一
ん
じ
サ
.
そ
白
う
ち
語
読
題
タ
ン
臼
わ
が
国
へ
、
語
家
民
的
に
輸
出
す
る
保
に
通
い
山
心
と
君
主
つ
て
は
い

開
閉
が
貰
施
し
、
つ
い
に
一
一
一
月
一
目
か
し
て
い
る
m
桶
も
巴
く
わ
ず
か
ポ
ず
。
一
4

年
(
昭
和
四
十
七
年
)
に
一
千
h
J
画
、
己
白
う
ち
時
四
?
を
加
に
た
よ
っ
て
と
い
ろ
仕
〈

鴨神対ト均一L時開

，幡、，
F弘 ι‘.

守

E

‘'、、‘.

管業主ほおr世長時間窓踏5
ラシン・カントリークラブ白レセプシヨンにのぞむ前の「里さ室長世節J回一行

'.."事宗aJ彊宮司

<.It.<~ん成長じてい〈お守さま。元気な姿をみているだItてて育てるハリがでてきますね。
貯蓄も、満期日が(õt~ぴlこ大き〈なる太陽神'F<J)自動継続定期をご利用なさL、ませんれ
複利計算ですから、満期日ごとに利息が元金に組み込まれ、
そのうえ、書き答えのわずらわしさもありません。
つぎのグラフのように、半数近〈のご家庭於将来のための貯蓄をヲ|き出さずにつづりておもれま式
お宅でも、お子さまの教育や結婚、老後のたくわえなE、
将来に備える資金づ〈りにl"':かがでしょうね
過去1年間田町宮継続と引出し用途帽肺岬調4

病気。."曹に

成作
• 

年

I
l

程

伺
刻

開

抗

意

期
間
忠
明

治
鋼
久
別

1

・NU
U

主

旗

耐

&

耐

M例EE
 

M

一戸
咽一抑
制
陽
同
太

子供の"fl・結婚資金に

太陽神戸銀行

誕生日ごとlこ大きくなる定期。

-ガスストーブをご使用のtき1!，30分にI回、お部屋の侠気が必要ですL
(BF・FF型を除。

・吟に、おf主まいが鉄筋住宅等の場合I!，自然換気が少な{な

りま丸ご注意〈だきL、.l 正月あけのガス安全チェックに注意ば.

変です2そこてて毎日注意していただきfよい

こt、「これだけは・・コをここにご紹介しました.

2ゲスの安全チエ7ク、皆さまの身近かなとこ

ろは、ぜひ、皆さまご自身にお願も、いたします二

正月があけτも、まだまfJi「おとそ気分がぬ
りなくて、つい、うっかり」ということが起こり

がち。希望にあふれる新春もヵ・スのちょっt

した使い方の不j主怠で台無しになっては大

-小型i.¥i鼻器から‘お風呂やシ'¥'ワーへの給湯は.絶対に釘やめ〈ださい.

・小型揚i弗l:;をf止うときは、必ず換気扇をまわしましょう.j主主t扇のない場合は.窓を

あけて新針主空気をJr(り入れて<I:t:>い.

包含

特ωよそ見をLぽまで…、
J属、y、ませんか?一一生ガス注意!!
・確実に点火したこtを必ず確認しτ〈だきい.つりた
つもり川ついていない‘では生ガスが出τ危険で古

智弘撚t怨ご
.ゴムil'は、 j/Aぜん、器具せんのきし込み口

、の器t似て:キフテリさし込み.安全バンF
で止めましょう.

.!'h性のな〈なって
レるゴム;rは.

平刷こぉè~ .b 

かえ<1.ゴt:>ぃ.‘百
.，ザスを~い

終ったら.

器具ぜん.

せんをシ

フカリしめ

て<1:色い.

-8<D 



鋪ユ86号 (遜都21号刑制便物認可) 壬E 国安帯メ、来斤~ 昭和53隼工月20日〈金圃目〉

ぃ…'三'………………に土二一;5詐取委員自53542zi初出/〉心有山高野警i35き
F摂ぬ 弓22E諮問217TJg克7D 11内山科宅地切でれれれの ♀剛'!irノぎ完封えれ事惜し常
温 諸島jijfi哲三itM245出2出許認 Lノz面持申告jg
;LUb!?;iid品百!?jj;!iii;!埋設11i 三i!??!jiF;if
:一礼雌…へ向日5215H出 酢のもの、この)!??iijiiji!?i?;iii
ヨぐち盛l¥ グトi;ziid尽き宮内!日を i 1 5452ZS3211長時山2言; ，ah更訂;iif;i:izij出三子竺的な味を i出jiHif;;iii

i g ・・E話ι岩下長宮中川一均一…一日川去を何?-FijifEe ・・E 節sgjP522112Jj閥瞬間腕問問欄 E可制作す立大え材52iフ、m
i 活断二璽量たカ1; 是正g茶色濃川M i摺物盟組制幽躍 232f円相6jpi安間管
(奇跡の J調-fこZjiiiiiiiiz;議重富薗iiif;izi;ii;j51 
t所持ii毎日iit;215;iggifj253夢幻籍調極通盟額百詰225部長室iL-?JZf
jjzj開iii?ii!;Z皮 iHiiiiifiiii調型型開曹七提出世jiziiiijji
f?注目!?出し…iF空手守護欝購害九iii!:ijiiii1〉;!;

同 麟組時琳九割艦(堅持円高石川も 歪 タめ

円程塁間守具時間十72くふり35ir ーも !器棚脳属品翠臨ibg円相 _0カに出oz …………重点に 戸

;??;;!日;開設;22ii世話(フ ;量謹 予言語需品;ifi¥JIJNdkFJTij
1175Z525ilM号、ーやfr/ “-i!?民間- 轟 :iu!世

かぶの酢のそ竺士三七三-h--R;:zふ 尺5語読弘 三 t，，，:.1 舗嘩輔購輔歯臨i; ; )』二一
官与25斡特打1~~1'1\1~ 'V ，，\~"蕗膨iiJ:割審軽自 i SgZZ4 
!iijjfajjjjib(:塾通過脳 ;;iiwz恒三 jJ総離¥rz?を2どお三平 謀、妻品三 !ト 澗輔輯麟輔覇盟EA:!麟融当

ー

計チ四ラの 10がサ 11つ A大 O な入ん O どイ ~ r. ;; 占丹議総聾潜数訟指越路頭摺薗覇軍監砧 n:;，:，:å\~ 曹動態惣鰐fll

;;iiifiii詰?!??間iiii J纏熱¥jjj説
話立野立訴法iEド%支持己的 瞬購賦盟関Fぷ:¥護憲嘩輔量制 ?5125
詩書長子詩jjji;;!?i議論鱗韓関 ;jii?
!;iii?;;!?;;j ii!?;jii!!日iiiiiz;;iijjjiifiii
H雪1ルれ、に「トニ価 EきZ1変Zはが若宮 ぞ震がとあi、狛どぺ品おOM

i;;話相詰!訴訟山知?!?iiihiiiiiii
管委快挙雲z百 二ム て言誤 ぞE在住長在宅き塁京 l 長主主令変ろふ 。U:ep 。孟

(4) 

〈
、
欠
点
の
カ
パ
l
に
ポ
イ
ン
ト
を
般

い
た
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
を
。

顔
色
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
、
フ
ァ
ン

デ
ー
シ
ョ
ン
は
い
つ
も
よ
り
明
る
め
の

も
の
を
。
ポ
イ
ン
ト
は
口
元
に
お
き
、

明
る
い
色
の
口
紅
で
く
っ
き
り
と
叫
聞
き

ま
し
ょ
う
。

⑤
外
出
か
ら
蝿
阿
っ
た
ら
必
ず
う
が
い

を
す
る
朝
日
慣
を
つ
け
、
。
時
限
は
で
き
る

だ
け
多
〈
と
る
よ
う
・
心
が
け
て
下
さ

め
ま
し
ょ
う
。

③
洗
後
は
避
け
、
フ
ケ
や
か
ゆ
み
、

お
カ
ぞ
を
召
し
た
ら

、
}
ん
な
お
化
じ
よ
う

新
型
ラ
イ
タ
ー

忙
し
い
ピ
ジ
永
ス
マ
ン
に
段
通
な
ニ

E

今
週
の
レ
コ
ー
ド

E

苑
上
ベ
ス
ト
日

⑤
演
歌
チ
ャ
シ
チ
ャ
カ
チ
ャ
シ

ハ
平
野
山
叫
昭
)

⑥
ワ
オ
ン
テ
ッ
ド
ハ
ピ
ン
ク
・
レ

デ
ィ
I
〉

⑦
赤
い
鮮
(
山
口
百
恵
)

③
し
あ
ね
せ
芝
居
(
桜
田
淳
子
)

⑨
冬
の
稲
袈
〔
ア
リ
ス
〉

⑩

プ

l
yを
ぬ
い
で
朝
食
を
〈
州

減
秀
樹
)

(
1
月
旧
日
リ
サ
ー
チ
社
調
ペ
〉

①

U
F
O
(
ピ
ン
ク
・
レ
デ
イ
)

②
わ
か
れ
う
た
(
中
島
み
ゆ
き
)

③
わ
な
(
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
)

④
神
州
犠
海
峡
冬
m
拭
色
(
石
川
声
必

り
)

一
ト
レ
ー
ス
す
る
か
は
全
く
間
然
と
い
う

一
よ
り
心
を
引
か
れ
る
も
の
が
あ
る
。

一
他
は
な
〈
、
そ
れ
に
よ
っ
て
十
種
類
の
一
現
在
、
ニ
ュ
1
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と

一
ス
ー
パ
ー
カ
ー
が
架
空
の
レ
ー
ス
を
民
一
呼
ば
れ
る
多
く
の
作
品
は
、
ポ
ッ
プ
ス

一
側
、
汲
後
の
十
五
秒
で
一
、
一
一
、
三
の
一
指
向
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
プ
ル
な
も
の
が

一

揺

が

判

明

す

る

。

一

t
i
l
l
1
E
z
i
l
-
-

一
サ
ー
キ
ッ
ト
に
浮
揚
す
る
エ
ン
ト
リ
コ
一
羽
・
・
・
圃
聞
い

Eh--圃圃

一l
車
組
は
、
ロ
1
タ
ス
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一
函
脳
・
・
・
・
・
h
・
・
・
・
・
調

一
ス
ペ
シ
ャ
ル
、
ポ
ル
シ
ェ

9qEhFi----圃闘
騒
凋
制
緩
滋

夢
の
ス
ー
パ
ー
カ
l

一
一
圃
・
・
・
・
・
・
湾
局泌
髭

一
ボ
、
マ
七
フ
ッ
テ
ィ
・
メ
ラ
ク
、
フ
ェ
』
圃
・
・
・
・
田
園

'a開
閉
V
也
量
圃

レ
l
ス

一

一
フ
リ
1
3
5
0
T
B
!
?
フ
ツ
ポ

-

-

一

uJ
b髭
・
圃

(
ゲ
1
ム
・レ
コ
ー
ド
ピ
ク
タ
l
一
ル
ギ
l
ニ
・
ミ
ワ
ラ
な
ど
十
組
。
一

F
・
・
・
・
・
回
国
圃
・
・
・
・
・
・
圃

S
J
X
1
8
91

0

)

一

同

組
の
レ
コ
ー
ド
磁
は
カ
ナ
ダ
で
関
一

圃
・
・
・
・
・
圃
明

A----圃

い
ま
〆
T

供
た
ち
に
人
気
が
あ
る
の
が
一
時
泊
さ
れ
C
B
S
ソ
ニ
ー
が
日
本
で
は
縦
一

テ
レ
ピ

・
ゲ
l
ム
と
ス
ー
パ
ー
ヵ
l
。
一
利
を
処
得
し
て
、
閉
問
山
内
と
占
い
の
も
の
一
多
い
が
、
彼
の
作
品
は
決
し
て
情
殴
で

そ
の
人
気
の
あ
る
ス
ー
パ
ー
ヵ
ー
を
レ
一
が
出
て
い
る
が
、
乙
れ
は
ピ
ク
タ
l
紘
一
は
な
い
。
か
と
い
っ
て
、
か
つ
て
の
プ

コ
1
ド
の
ゲ
l
ム
で
遊
べ
る
よ
う
に
し
一
向
が
開
発
し
た
と
い
う
引
に
必
必
が
あ
一
ロ
テ
ス
ト
・
ソ
ン
グ
時
代
の
フ
ォ
ー
ク

置

E
.，
唱
.
一
り
、
子
供
が
興
味
を
持
っ
て
い
る
も
の
一
の
よ
う
に
単
純
で
も
な
い
。
明
解
で

骨

.

偲

ふ

も
一
一
に
六
人
も
参
加
し
て
、

2
2一
り
な
が
ら
語
、
つ
ま
り
ス
マ
ー
ト
な

ア

蜘

ソ

二

一

湖

一

持

つ

こ

と

が

で

き

る

。

一

音

楽

だ

。

主

に

も

ま

し

て

、

彼

の

川

町
ん
剛
間
出
悪
露
、
、
則
一
B
臣
、
エ
ン
ト
リ
ー
富
+
合
の
一
質
、
閣
ぎ
れ
の
い
い
歌
い
方
、
葉
力

一
一頼。

a糊以
弘
一
疋
行
告
が
収
録
さ
れ
て
い
て
、
走
行
主
に
魅
力
義
じ
る
。
沢
山
の
室
が
い

F
r
d紺
明

司

、

一

に

よ

っ

て

単

純

を

当

て

る

ゲ
l
ム
に
。
一
て
も
、
撃
さ
と
愛
情
に
制
ち
た
護

'

除

£

一

「

奈

落

へ

の

旅

・

一

が

い

て

も

、

ふ

と

人

間

っ

て

や

っ

ぱ

国

圃

圃

圃

∞

一

一

D
一
人
で
歩
い
て
い
る
ん
だ
ナ
!
と
嶋

i
!

.一
児

島

鉄

平

レ

一

じ

る

時

が

あ
る
が
、
兜
患
の
歌
は

た
の
が
こ
の
H

夢
の
ス
l
パ
し
カ
l
・
一
(
歌
・
兜
尻
町
鉄
平
キ
ン
グ
S
K
一
そ
ん
な
人
聞
の
ペ
ー
ソ
ス
が
あ
る
。

ゲ
ー
ム
H

だ。

。

一

A

1

0

1

8

)

一

収

録

聞

は

、

奈
落
へ
の
朕
/
ど
っ
せ

日
本
ビ
ク
タ
ー
・
レ
コ
ー
ド
事
業
部
一
児
砧
鉄
平
の
処
女
ア
ル
バ
ム
だ
。
作
一
今
夜
は
/
や
さ
し
い
風
対
/
腐
っ
た杭

が
銀
自
に
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
技
術
を
研
究
一
年
の
十
一
月
二
十
一
日
に
「
や
さ
し
い
一
一
橋
の
突
が
砲
ち
た
臼
に
/
A
L
B
U
M

-
し
閥
犯
し
た
新
組
の
レ
コ
ー
ド
盤
で
、
一
風
長
/
ゴ
l
沢
ト
・
タ
ウ
ン
」
で
デ
ピ

一
/
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
/
H
O
B
O
の
町

一
一
枚
の
レ
コ
ー
ド
盤
に
十
本
の
叩
怖
が
刻

一
ュ
ー
し
た
ば
か
D
の
新
人
だ
が
、
彼
の
一
/
い
つ
も
の
ブ
ル
ー
ス
他
。

一
ま
れ
て
い
る
。
落
し
た
針
が
ど
の
泌
を
-
持
つ
音
楽
性
、
と
い
う
よ
D
ハ
l
ト
に

ひどいもんだね、男の部屋。Eやどやt仲間がやって来る。ベッドの端に
座るやつ。畳の上へ寝そべるやつ。なぜれず~っと立ってるやつ。あるの

ないのと騒いてuいるけれE、ナニ目当てはハナからわかってる。不揃
いてFもグラスがあって、この「角」さえあ ー院のウイスキーの原典

れば良し、わItL"'Lて肋えず乾札ザシ1--1/---瞳JjJ
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機"的&小売価格・普泊瓶1.800円・ダフルサイズ3.400円製造ー販亮 サントリー検式全社

どやどやとやづC来て
ツマミがなし、色気もないとは失礼な。
同がある。


